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こ
の
度
、中
国
清
華
大
学
美
術
教
授
の
孫
玉
敏
団
長
を
始
め
、

名
の
女
性
芸
術
家
を
招
い
て
絵
画
展
を
催
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
日
す
る
画
家
た
ち
は
有
名
国
立
大
学
の
教
授
や
博
士
、
中
国

美
術
家
協
会
や
中
国
女
画
家
協
会
な
ど
で
役
員
を
務
め
ら
れ
て
い

る
方
が
多
く
、
中
国
芸
術
界
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
存
在
と
さ

れ
て
い
る
方
々
ば
か
り
で
す
。
中
国
の
名
高
い
女
性
芸
術
家
が
こ

の
よ
う
に
一
堂
に
集
ま
り
、
日
本
で
展
示
会
を
開
く
事
は
過
去
に

例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
旅
行
市
場
で
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
ア
ー
ト
熱
の
高
ま

り
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
も
北
京
や
上
海
、
陝
西
省
な
ど

を
始
め
と
す
る
各
都
市
で
、
地
域
を
挙
げ
て
芸
術
文
化
の
振
興
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
今
ま
で
の
世
界
遺
産
や
歴
史
的
ス
ポ
ッ
ト
を

中
心
と
し
た
中
国
の
観
光
素
材
だ
け
で
な
く
、
「
芸
術
」
が
今
後

の
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
観
光
需
要
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
絵
画
展
を
通
し
て
中
日
間
の
文
化
・
観
光
交
流
の
動

き
を
活
発
化
さ
せ
、
ま
た
日
本
の
多
く
の
方
々
が
高
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
中
国
の
書
道
、
絵
画
、
水
墨
画
な
ど
の
伝
統
的
芸
術
や

現
代
ア
ー
ト
に
つ
い
て
も
っ
と
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、日
本
で
は
中
国
北
宋
時
代
の
名
画「
清
明
上
河
図
」

や
書
聖
王
羲
之
の
書
、
そ
し
て
上
海
美
術
館
所
蔵
の
宋
・
元
代
の

珍
品
な
ど
が
相
次
い
で
展
示
さ
れ
、大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

鑑
賞
さ
れ
た
方
の
中
に
は
「
中
国
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た

方
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
絵
画
展
を
通
じ
て
、
中
国
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
芸
術

家
や
中
国
現
代
ア
ー
ト
事
情
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
現
在
の
中

国
美
術
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
中
国
の
芸
術
レ
ベ
ル
は
ど

の
程
度
な
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
中
国
に
さ
ら
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
中
日
間
の
文
化
・
観
光

交
流
を
進
め
、
お
互
い
の
国
の
文
化
に
対
す
る
尊
重
、
関
心
、
理

解
を
深
め
、
両
国
関
係
の
改
善
、
友
好
に
役
立
た
せ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
６
月
２
日
の
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
来
日
す
る
中
国
女
性
芸

術
家
に
よ
る
実
演
披
露
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開　幕　式：６月２日（月）時～
来賓・主催者挨拶、テープカット、席画披露

展　　示：６月２日（月）～６日（金）、：～：
（最終日時迄）

開　催　地：東京中国文化センター　東京都港区虎ノ門３－
５－１　森ビル１階

主催団体：東京中国文化センター、中国駐日本観光代表処
後援団体：中華人民共和国駐日本国大使館、新華社日本総

局、日本外務省、日本国土交通省観光庁、日本
政府観光局、公益社団法人日中友好協会、日中
友好議員連盟、社団法人日中協会、一般財団法
人日本中国文化交流協会、一般社団法人日本旅
行業協会、社団法人全国旅行業協会、日本華僑
華人文学芸術界聯合会、東京華僑総会

孫玉敏
　教授。中
国美術家協
会理事、中国画学会理事、中国工筆画学
会理事、清華大学美術学院研究員、北京
女美術家聯誼会会長。代表作品《天天向
上》、《静静的樺林》、《春蚕》、《三
個女性》、《清茶》等。これまで第八回
全国美術展、国際青年年中国青年美術展、
中国体育美術展、中国画中華杯大賞賽、
中国建軍六十周年美術展、初回中国重彩
画大展、第二回国際オリンピック体育と
芸術大賽など国内外の多数の展覧会で優
秀賞及び金賞を受賞。出版に《孫玉敏作
品集》、《エジプト浮き彫り芸術》、
《中国古代人物線描叢書・魏晋時期人物
線描摹本》、《速写と創作》等が有る。
作品が中国、韓国、カナダ、国際オリン
ピック委員会等の美術館及び機構に収蔵
される。

姜偉玲
　中国美術家協会会
員、中国工筆画学会
理事、民革中央画院
理事。作品が第九回
全国美術展覧会に入
選。これまで中国共
産党建党周年全国
優秀作品展銀賞、中
国第三回油画展優秀
作品賞、第二回中国
北京国際美術双年展
及びフィンランド国
際現代美術展最優秀
作品賞等を受賞。

丁素玫
　中国美術家協会会員、陝
西省中国画研究院副院長。
　作品《紅土地》、《同一
個世界　同一個夢想》が第
八回全国美術展、全国第七
回工筆画大展に入選。《青
青河辺草》が第五回当代中
国山水画展優秀賞、《花影

系列》が第五回学院の光国際大展伝承賞、《玉蘭花開》
が全国工筆重彩作品展優秀作品賞、《隔花端・露水》
が全国初回現代工筆画大展優秀賞を受賞。

左文輝
　中国美術家協会会員、中
国女画家協会理事、中国国
家画院画家。作品《層林叠
翠》が第三回北京双年展優
秀賞、《張家界印象》が水
墨張家界中国画提名展優秀
賞、《雨過千山溌黛濃》が
黄河壺口杯中国画展優秀
賞、《万水千山只等閑》が
長征勝利周年記念中国画
展優秀賞等を受賞。

許瑩
　中央美術学院画家、博士。
中国少年留守児童文化芸術
基金会愛心大使。これまで
に中国画名家年度人物
最具実力新鋭人物賞、中央
美術学院優秀伝承賞、全国
大学青年教師書画展優秀
賞、全国呉作人芸術院校素

描賞、全国大学生書画作品展銀賞等を受賞。国内外で
『人生如戯』、『浮世若花』、『曖昧の幸福』、『霧里看花』、
『日出東方』、『花開六塵』等の個展、連展を開催。

徐鴻延
　中国美術家協会会員。陝
西師範大学美術学院副教
授。作品《灃峪行》が中国
共産党建党周年美術作品
展覧優秀賞、《家住終南福
寿多》が第二回全国中国画
大賞賽銅賞を受賞。これま
でに中韓芸術家美術作品
展、トルコ中国当代著
名美術家作品招聘展等に参
加。

陳聡
　中国美術家協会会員。中
国民族文化宮画院画家。　
作品《人物写生》等が初回
全国美術高校優秀作品展、
《九月涼山風》が第十一回
全国美術展、《母親の天空》
が第六回中国西部大地情展
覧に入選。《雲梭春山》が
第三回中国斎白石国際文化
芸術祭、《秋沙落豁図》が
全国中国画作品展に入
選及び優秀賞等を受賞。

潘映熹
　中国芸術研究院画家、文化部青年聯合会委員、中
央国家機関青年聯合会委員。これまで“光明日報・
生活時報”の美術設計室次長、《科技と企業》雑誌
美術の設計監督を担当。作品《北方》が年中国
初回油画双年展学院賞、《静物Ｎｏ》《在路上》等
が全国作品展等に入選。出版に《創造光と色》、
《中国絵画合点簡史》等がある。

上海博物館（上海市）
　人民広場南側に位置する、鍋の蓋のような建
物の上海博物館。１万２千平方㍍の陳列面積を
持ち、約万点の文物を所蔵しており、その収
蔵品の豊富さ、品位の高さは国内外に知られて
いる。中国六千年におよぶ古代芸術の輝かしい
歴史を全面的に紹介する上海を代表する博物
館。

故宮博物院（北京市）
　中国の明・清朝時代の皇居であった世界最大の宮殿遺跡。年
にユネスコ世界遺産に認定。中には中国の国宝級の文物品が収蔵さ
れており、一日かけても見切れない程の広大な敷地を誇る。年間約
１千万人が訪れる中国を代表する博物館の一つで、壮麗な宮殿建築
の中には、中国の国宝級の文物品万件以上が収蔵されている。
中国の代表的な名画が展示されている絵画館では、各代の貴重な絵
画を目にする事が出来る。

７９８芸術区（北京市）
　国営の軍事工場が閉鎖された跡地に建てら
れた一大現代アートスポット。最近は国内外
の有名なギャラリーや海外アーティストが出
展していることで世界的に注目されている。

西安関中民俗芸術博物院（西安市）
　周秦漢唐以来の民間文化物３万点余り
を保護収集している博物院。棟にのぼる明
清期の民家と、彫刻の施された本にのぼ
る馬をつなぐ柱が特徴的。

中国美術館（北京市）
　国内最大級の美術館の一つでもあり、
主に近現代の美術の展覧会が行われてい
る。中国画、油絵、彫刻、民間芸術など、
約６万点のコレクションをもつ。

範国栄
　中国美術家協会会
員、中国女画家協会理
事、北京市海淀区美術
家協会副主席。これま
で国内外の大型展覧に
入選及び多数の賞を受
賞。出版に《当代女画
家水墨精品》、《範国
栄国画作品集》等があ
る。

程敏

　中国芸術研究院博士。中国国家大劇院画家。代表
作に《高原礼賛》、《幻城》、《浮華時代》等があ
る。また国内外の多数の美術展に出展。


